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ノ･ンガリｰ地質調査所Ma鰍躯K辻伽玉醐d伽1夏滅終

zet(国立地質学研究所とも訳され切手のカタ買グもそ

のよう紀狼棚てい為か地質調査所報皆窮王号性界各

国の地質調査事薬でも洪園地質調査所を謁きれている

のでそれ多ζ従烈た)は蝦錦牢腔創並夏⑪⑳牢を迎克て縁

月に慧櫨王紐⑳調念切手を発行した串初等はハンガリ

ｰ特産⑳鉱物あ化荷秘摘か杓産地が記凄れている由

ハンガリｰの歴史をみると繊隼紀康方で遼隣の圧

迫を登ゆたハンガリｰ人淋勿ルパチヤ山脈を越えてダ

ニュｰブ川中流に居住したことに始まる.彼らは自ら

をマジャｰルと称している､中都ヨｰ濠ツバは背から

勢力争いの場だったらしく蝸樹紀から亙雅紀紀かけて

はト〃灘人⑳支配の下にあって悲惨窓生渚であ妙それ

だけぽ抵抗も激しかったらしい由蝸牌1ひル鴛人を

還りて酉のウィｰンから来派のも解放者をいうよリむ

しる征服者芯りた由このハブ黒ブルク球紀対する艦抗

もその後絢20⑪牢にわたって続く芯と紀なる｡鰯蹄

の高揚時には遂月にノ･ンガリｰ議会秘ハプスブルグ象

支配からの離脱を窟書し危秘時の裏帝フランッ蟹セ

フはツァｰbカを借りて制月≡してしまった毒ζれらの

抵抗の花めにハプスカレグ家も遂紀譲歩を余儀泳く慈れ

帝撤下ではありな淋らもハンガリｰあ坊一ストリァと

対導の自治領と汰ったのが1867牢でこれがオｰストリ

ア韓ハンガリｰ帝国の成立である苗

ハンガリｰ地質調査所はζのように完全に内部独立を

かちとっ花壌牢後の工鮒9年紀オｰストジァ飽質調査所

から独並して設蟹された由現在杜会体舗が異なりなが

らもその創立五〇〇牢を記念す蕃&いう気持も分かるよ

簑な気がす蕎由地質調査所報舎窮五号(醐7)による

とハンガリｰ地質調査所は土性地衡地衡鉱康地

質分析の遂課紀分かれ7万餐千分の器漢恕は壌万餐

千分の五地質團および土性團を発行し説朗欝&隼報を

も出版している,その時の人録ば所長五主任地質
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主任分析技師五分析技師夏製図技師五兼務補助遜

である,
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と化宥当鉱物&が交亙に示されている.�


